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連結業績の概要

（単位：百万円）

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率
前期

（通期）（通期）

売上高 6,247 6,390 +143 +2.3% 8,600

営業費用 4,856 4,846 △9 △0.2% 6,664

営業利益 1,391 1,544 +152 +11.0% 1,936

営業外損益 30 29 △1 △5.1% 53

経常利益 1,422 1,573 +150 +10.6% 1,989

特別損益 12 － △12 － 12

法人税等 491 512 +20 +4.2% 675

四半期純利益 943 1,061 +117 +12.5% 1,326

 売上高は、建築CAD事業の売上が増加
 営業費用は、主に減価償却費が減少
 12月25日に新サ ビス「３Dカタログサイト」のサ ビス開始に向けて 福井コンピ タ
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 12月25日に新サービス「３Dカタログサイト」のサービス開始に向けて、福井コンピュータ
ドットコム㈱を新規設立



売上高の内訳

（単位：百万円）

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

ソフトウェア 3,379 3,279 △100 △3.0%

保守サービス 2,182 2,504 +321 +14.8%

商品 312 296 △16 △5.2%

受託その他 178 166 △11 △6.5%

選挙関連 194 143 △50 △26.1%

合計 6,247 6,390 +143 +2.3%

 ソフトウェア
測量が前年同期のXPサポート終了に伴う更新需要の反動により減収、建築は省エネ関

連オプション好調により増収 土木も新製品の売上が伸び増収連オプション好調により増収、土木も新製品の売上が伸び増収
 保守サービス

建築・測量・土木ともに収入が伸び増加
 選挙関連
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前期は衆議院選挙、当期は統一地方選挙があり、選挙規模の影響により減収



営業費用の内訳

（単位：百万円）

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

人件費 3,105 3,184 +79 +2.6%

賃借料 275 281 +5 +1.9%

商品売上原価 249 233 △16 △6.5%

旅費交通費 240 230 △10 △4.3%

ロイヤリティ 106 102 △3 △3.6%

外注費 99 110 +10 +10.6%

減 償 費減価償却費 143 92 △51 △35.8%

その他費用 634 612 △22 △3.5%

合計 4 856 4 846 △9 △0 2%合計 4,856 4,846 △9 △0.2%

 人件費
新卒採用及び中途採用により人員が増加
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新卒採用及び中途採用により人員が増加
 減価償却費

販売目的ソフトウェアの償却費が減少



セグメント情報

（単位：百万円）

建築CAD 測量土木
CAD 調整額 合計CAD

売上高 3,564 2,826 － 6,390

営業利益 817 695 32 1,544

（単位：百万円）（参考：前年同四半期）

建築CAD 測量土木
CAD 調整額 合計

売上高 3,370 2,877 － 6,247売 高 , , ,

営業利益 615 685 91 1,391

 建築CAD事業は増収増益
 測量土木CAD事業は減収増益
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建築CAD事業

（単位：百万円）

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

売上高 3,370 3,564 +194 +5.8%

営業利益 615 817 +201 +32.8%

ソフトウェア
省エネ関連オプションが好調、
住宅プレゼンソフト「ARCHITREND Modelio」1 600
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を4月にリリース

保守サービス
主力製品「ARCHITREND ZERO」 の保守
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ソフトウェア 保守サ ビス ハ ドウェア その他



測量土木CAD事業

（単位：百万円）

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

売上高 2,877 2,826 △51 △1.8%

営業利益 685 695 +9 +1.4%

ソフトウェア
前期に好調だった測量ソフトウェアのシステム
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アップ需要が一段落したため減収
前期にリリースした３D点群処理システム
「TREND－POINT」とCIMコミュニケーションシ
ステム「TREND－CORE」の導入が進み600
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測量・土木ともに加入件数が増加
ソフトウェア 保守サ ビス ハ ドウェア



貸借対照表の概要

（単位：百万円）

前第３四半期末 当第３四半期末 増減額

流動資産 7 509 8 707 1 198流動資産 7,509 8,707 +1,198
有形固定資産 2,720 2,636 △84
無形固定資産 30 33 +3
投資その他の資産 2,034 2,293 +258
資産合計 12,295 13,671 +1,375
流動負債 2 954 2 934 △20流動負債 2,954 2,934 △20
固定負債 297 364 +66
資本金、資本剰余金 3,727 3,727 －

利益剰余金 4,719 5,819 +1,099
有価証券評価差額金その他 596 826 +229
負債純資産合計 12 295 13 671 +1 375

 流動資産の増加は、主に現金預金の増加が要因

負債純資産合計 12,295 13,671 +1,375
自己資本比率 73.5% 75.9%
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 投資その他の資産の増加は、主に投資有価証券の時価の上昇が要因



2016年3月期通期業績予想

（単位：百万円）

前期（実績） 当期（予想）
対前期
増減率

前期（実績） 当期（予想）
増減率

売上高 8,600 8,601 +0.0%

営業利益 1,936 1,975 +2.0%

経常利益 1,989 2,005 +0.8%

当期純利益 1,326 1,344 +1.3%

1株当たり当期純利益 57円75銭 58円50銭1株当たり当期純利益 57円75銭 58円50銭

1株当たり配当金 15円00銭 15円00銭

配当性向 26.0% 25.6%
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